
行動プライバシを考慮した体験の検索
志村 将吾 † 平野 靖 ‡ 梶田 将司 ‡ 間瀬 健二 ‡

† 名古屋大学大学院情報科学研究科社会システム情報学専攻
‡ 名古屋大学情報連携基盤センター

1. はじめに
計算機，ビデオカメラやマイクロフォンなどの小型化

や，ハードディスクの大容量化から，様々なデバイスを
身に付けて日常体験を常時記録する研究が行われている
[1][2][3]．記録されたデータは記憶想起に利用することが
でき [1]，また新しいコミュニケーションスタイルを提供
するメディアとしても期待できる．
常時記録を行うことで一瞬の出来事を撮り逃すことが

なくなる反面，ユーザにとって冗長な部分の多いデータ
を取得することになる．したがって，ユーザが閲覧・利用
したいと考える体験を容易に検索できる手法が必要であ
る．本研究では特に，友人や知人と共有した体験がユー
ザにとって重要なものである可能性が高いと考えており，
他者とインタラクションを行った体験の検索に焦点をあ
てる．
人間やオブジェクトとのインタラクションに着目した

研究がいくつかある．Takahashiら [2]の研究では，ユー
ザがカメラやマイクロフォン，赤外線 IDなどを身に付
け，人やオブジェクトとのインタラクションを検出する
ことで，体験の要約や検索に利用している．このシステ
ムでは，ユーザの身に付けるデバイスが多く，日常生活
での使用は困難である．現状では，すべてのデータが 1
つのサーバに蓄積されるため，データを他者が閲覧し，
プライバシを侵害される可能性もある．Aizawaら [3]の
研究では，画像・音声処理によって，不特定の人と対面
した体験や不特定の人と対話した体験の検出を行ってい
る．日常生活では多くの人物と対面し対話をするため，
この手法では目的の対面・対話体験以外にも多くの体験
を検出してしまう問題がある．
そこで本稿では，個人の行動プライバシを考慮し，特

定の人物とインタラクションを行った体験の検索手法を
提案する．また，提案手法を実装したシステムを用いて
実施した実験結果を報告する．

2. インタラクション検出と体験データ管理
2.1 想定する体験記録システム

本研究では，ユーザの負担を考慮して，体験として最
も重要である映像を記録するために必要なカメラとマイ
クロフォン以外のセンシングデバイスは身に付けないシ
ステムを考えている．また，記録を行うカメラやマイク
ロフォンからBluetoothなどの IDを伴う無線通信によっ
て，処理を行う計算機にデータの転送がなされることを
想定する．記録システムでは，体験映像を記録するだけ
でなく，定期的にユーザ周辺で観測される電波の状態，
デバイスの IDをタイムスタンプと共に記録する．
記録システムによって記録されたデータをまとめて体

験データと呼ぶ．
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図 1: Interaction
2.2 インタラクション検出
本研究では，特定の人物と一緒にいた場面，特定の人

物と対話した場面の検出を考えている．これらのインタ
ラクションの検出方法を説明する．
人物 Aがある人物 Bと一緒にいる場面では，人物 A

と人物 Bとの距離 rがある定数 R以下になる．受信し
た電波の強度から距離を算出するか，または電波の最大
伝播距離がRであるデバイスを使用することで，このよ
うな場面を検出することができる (図 1: (a))．また，検
索を行うためには，人物 Bが使用するデバイスの IDを
知る必要がある．
人物 Aがある人物 Bと対話する場面は，人物 Aと人
物 Bが一緒におり，かつ，人物 Aか人物 Bまたは両者
が発話しているものと考えられる．一緒にいた場面は前
述の手法で検出し，発話は体験データの音データを処理
することによって検出する．両手法によって検出された
時刻の積集合を取ることで，特定の人物と対話した場面
を検出することが可能である (図 1: (b))．
2.3 体験データ管理
個人の行動プライバシを考慮して，ユーザは各自，体

験データ蓄積用のサーバを所有する．そして，そのサー
バ内に各々が使用したデバイスの IDの履歴も記録する．
友人・知人間で，この履歴を参照することができる情報
を教え合うことにより体験の検索を実現する．

3. 体験検索システム
ブラウザがあれば使用可能であることから，体験検索

システムをWebベースで構築した．
3.1 体験データ
ユーザは，体験記録システムによって取得されたデバ
イスの IDと電波状態のログファイルと，音データを処理
して発話かどうかを判定したログファイルを各自のサー
バにアップロードし蓄積していく．これらのログを体験
コンテキストデータと呼ぶ．また，デバイスの IDをそ
の使用開始年月日，使用終了年月日と共に記録する．
3.2 デバイス IDの参照
他ユーザのデバイス IDの履歴を参照する方法につい

て述べる．本システムでは SQL の SELECT 文のみを
使用できるアカウント，つまり履歴の更新や修正はでき
ないが参照のみ可能なアカウントを各自のサーバに作成
しておき，このアカウントの情報 (ホスト名，アカウン
ト名，アカウントのパスワード，スキーマ名，テーブル
名)を友人や知人同士で教え合う．このアカウント情報
とユーザの名前を関連付けてサーバに記録しておく．
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図 2: 体験検索システム

図 3: 体験ビューワ

3.3 体験の検索
体験の検索方法について述べる．ユーザは，検索対象

となる人物を一人以上選択し，検索したいインタラクショ
ンを選択する．システムはユーザの要求に応じて，検索
対象人物のデバイス IDの履歴とユーザ自身の体験コン
テキストデータを参照し検索を行う (図 2)．デバイス ID
の履歴は，検索対象である人物のサーバに SELECT文
を発行し取得する．ユーザの要求に一致した時刻のリス
トを表示する．

4. 実験と考察
体験データが実際に利用される場面において，インタ

ラクション体験の検索手法が有用かどうかを検証するた
めの実験を行った．被験者は 20代の男性 4名で，体験
データの利用場面としてWeb上で日記を投稿すること
が可能なシステム (Blog)を選択し，合計 8週間の実験
を行った．前半の 4週間は，普段の通り生活しながら，
日記文章だけでなく写真や動画も投稿することが可能な
Blogを自由に使用してもらった．後半の 4週間は，体験
記録システムを身に付けて生活し，同様の Blogを使用
してもらった．なお，実験で使用した Blogは自作のシ
ステムである．
4.1 実験で用いた体験記録システム
ユーザは，マイクロフォン内蔵のカメラを装着し，さ

らに Bluetoothアダプタを付けた計算機を携帯する．
近接学の観点から，他者とのインタラクションが起こ

りうる距離は 210[cm]以内とされる [4]．本システムで
は Bluetoothアダプタを鉄板で覆うことにより，見通し
で通信距離が 400[cm]程度になるように調整した．実際
の使用場面では，様々な要因により通信距離が短くなる
ことが予測されるため，余裕をもって調整した．
4.2 体験データの閲覧と利用
体験の検索機能を用いて表示された時刻をコピー&ペー

ストすることで，その体験を表示するビューワを用意し
た (図 3)．また，そのビューワに写真や動画の切り出し
が可能な機能を付与した．

4.3 結果
実験後に本検索機能を使用したかアンケートを行った．

検索機能を使用した被験者は 2名いたが，使用した理由
は，試しに使ってみたかったとのことであり，このアン
ケートでは本検索機能の有効性を示す十分な結果は得ら
れなかった．また，被験者から，どういった時に検索機
能を使えばよいかわからなかった，という意見をいただ
いた．
次に，前半の 4週間と後半の 4週間で，1つの日記あ
たりに利用された写真や動画の数を調査したところ，1
人の被験者で 0件から 1件へ数が増加した．使用された
写真・動画は体験記録システムで取得されたものであり，
使用したいデータを見つけるために体験の検索機能がい
ずれ必要になる可能性を示している．被験者 3人が，実
験で用意したビューワが使いにくかった，また，被験者
4人全員が，体験データを Blogなどに利用してみたい
とコメントしており，ビューワを改良することで写真や
動画の使用数が増加するだろうと考えられる．
友人・知人とインタラクションを行った体験が日記に
書かれた割合を調査したところ，被験者全体で 31.0%で
あった．インタラクションを行った体験の日記の 1つに，
友人と一緒に買い物へ行った体験が書かれたものがあっ
た．日記を書く際，その話題を見直すために検索機能が
用いられたり，その体験の写真や動画が日記に利用され
ることが予想され，日記の投稿数が増加すれば本検索機
能が使用される可能性があると考えられる．

5. おわりに
本稿では，特定の人物とインタラクションを行った体
験の検索手法を提案した．実験では，体験記録システム
によって取得された写真や動画が日記に利用されること
と，友人・知人とインタラクションを行った体験が日記
に書かれる割合は 31.0%であったことを確認した．これ
らの結果から，日記数が増えることで，本検索手法が用
いられる可能性があると考えられる．
今後の課題としては，特定の体験を手がかり無しで検

索する場合と本手法を用いて検索する場合の時間を比較
するような実験を行い，本手法の有用性を別の視点から
検証することが挙げられる．
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